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教育目標「共生の精神をもち、主体的に力強く生きる人間の育成」 校訓：明朗・礼節・進取・自律

師走来る。今年の成長を振り返ろう
あきた教育の日に始まった11月は、定期考査を皮切りに、修学旅行等

の大きな学年行事、球技大会に教育相談など多様な活動があり、生徒に
とって多忙な月でした。日増しに寒さが強まる日々でありながら、感染
症の拡大もなく、多くの生徒が健康な状態で師走を迎えられるのはあり
がたいことです。今年も残すところ１ヶ月、年始に立てた目標を達成で
きるよう、一日一日を大切に過ごしてもらいたいと思っています。
さて、今回の台湾修学旅行は、４年前に企画されたもののコロナ禍の

ために中止が続き、ようやく実施にこぎ着けた実に９年ぶりの海外修学
旅行でした。生徒の人生観を変えるほどの素晴らしい体験の連続で、本
当に得るところが大きかったと感じています。少し振り返ります。

①英語は本当に必要だと実感
日程２日目、台北市にある三民国民中学校を訪問しました。訪問先の中学生とバディを組み、三つの
アクティビティを巡ります。英語以外のコミュニケーション方法はありません。頑張って英文を紡ぎ出
し、身振りを交えて話すＫＪ中生に対して、ほぼネイティブのごとくスラスラ話してくるバディの中学
１,２年生。先生方の説明もプレゼンもクイズも、全て英語です。これまで英語を頑張ってきて良かった
と実感する生徒もいれば、これから頑張らないと、と反省する生徒もいます。全員が思ったのは、他国
の人と関わるための共通言語は間違いなく英語だということ。コンビニで買い物をすると、当然中国語で何やら話しかけられますが全く
分かりません。多分「袋は要りますか？」といったことでしょうが…「Sorry, but I can not speak Chinese.」と言うと、店員さんが英語で話し
てくれてホッとします。多分、彼の国では誰もが第二言語として英語を習得しています。というか英語を話せなければ満足に仕事もでき
ません。私たち、普段は街で外国の方と話す機会なんてそうありませんが、社会に出れば毎日多くの外国人と会うこともあるでしょうし、
日本企業にも外国人はたくさんいます。「自分は一生外国に行かない」という人でも、他国籍の方と協力したり交渉したりする日常は、
すぐそこまで来ていると思います。エッセンシャルスキル（必要不可欠な技能）としての英語の大切さを心から感じた私たちでした。

②当たり前だけれど、いろいろ違う！
毎日豪華な中華料理が出ます。実にうまそうです。が…、食べてみると…ん？なんか違う？（日本の味付けに慣れた者の勝手な感想）
なにコレ…、あっ、ダシが入っていないんだ！見た目醤油味だけど醤油の味もしないし。日本から味どうらくの里を持参し、厨房のコッ
クさんに手渡したい衝動に駆られます。また、台湾人は南国に住むため体が糖分を欲するらしく、緑茶にも砂糖が入っています。朝食の
味噌汁にも大量の砂糖が！こ、これは…。バイキングは残したらダメ！と言われて育ちましたがさすがに許してください。まあしかし、
それも文化の違いというもの、露骨に文句を言うなどもってのほか。街を観光すれば、自転車用みたいなヘルメットを被ったスクーター
集団がバスの前後左右至る所を爆走し（よく事故らないねこの人たち）、店先で大声で騒ぐ現地のおじさん達、戦後の日本を思わせるよ

份うな士林夜市の活気と混沌、線路を挟んで延々連なる土産物屋と観光客の喧噪（十 。人々は線路上を歩く。たまに電車が通るらしい）、
あくまでオシャレで知的なＢ＆Ｓのお兄さんお姉さん、超高層ビル台北101を闊歩するモデル級の欧米人、まさにアジアのパワフルさを具
現化した多国籍都市、それが台北でした。異文化を存分に味わって帰国した日の晩ご飯は、さぞ懐かしく、美味しかったことでしょう。

③買い物で実感。円安ってこういうこと？
１万円を両替して手にしたのが2,000＄。５倍にすると分かると言われ…それは分かるんですけど…ん？なんか何を買っても高い気がし
ます。マックのコーヒーは48＄(240円)。日本なら120円です。コンビニで日本製のモナカアイスを買ったら120＄。なんだ日本と同じじゃ
ないの…違うコレ600円！600円コレ？などという体験を最終日まで毎日するわけです。そう、日本円の価値が台湾ドルに比べて低いんだ
ということ、否応にも気付かされます。授業で習った円安・円高の意味が初めて分かったという生徒もいました。日本の国力・経済力が
下がると、他国間のやりとりで損をすること、それぞれの国の国民が生産性(GDP)を高めるために一生懸命働いているんだ、自分たちもい
ずれは…そのために今勉強しているんだ！ということ、実感的に理解できたはずです。日本からちょっと出ただけで感じることがいろい
ろありました。こういう小さな経験の積み重ねが、人間性や向上心、国際的な感覚を培っているのだと、深く深く思いました。

生徒の活躍
令和５年度大館北秋田児童生徒第６７回作文・詩コンクール「はらっぱ」 作文の部
特選 １年 安保 理乃 「バスケットボールとの縁」
入選 ２年 佐藤 花香 「変わるための努力」
準入選 ２年 前田 晃生 「感謝を力に」
佳作 １年 宮本 周聖 「次の自分へ」

令和５年度大館市人権擁護作文コンクール
作文の部 優秀賞 ２年 大坂谷 紗華

１２月の主な行事等
１（金）電車・バス利用者連絡会 １２（火）国際教養大学 学校説明会
４（月）生徒会選挙運動開始日 １３（水）生徒会役員選挙投票日 部活動休止日
６（水）部活動なし １４（木）専門委員会⑩ 部活動なし
７（木）県学習状況調査（１、２年） ２０（水）２学期終業式 部活動なし

３年実力テスト④ 冬休みの計画 ２１（木）冬季休業日（～１/１０）
８（金）１、２年２学期末ＰＴＡ ２９（金）～１／３（水）年末・年始

１、２年高校学科説明会 の休日

この通信は学校ＨＰ
にも掲載しています

中正記念堂にて 上2組、下1組



高校学科説明会・学期末学年ＰＴＡへの御参加をお待ちしております。
すでに御案内を差し上げておりますが、１２月８日（金）に１、２年生を対象とした高校学科説明

会・学年ＰＴＡがあります。高校学科説明会では、高等学校の２つの科の特色、高校卒業後の進路状

況や進路実現に向けての必須事項等をお伝えします。是非、お子様と一緒に御参加ください。

学年行事フォトスナップ
１年職場体験

２年校外学習

３年修学旅行

消防署、保育園、図書館…様々な場所で働きました。

国際交流、大学体験、レクリエーションなど、充実した２日間でした。
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小籠包作り、衛兵交代式、十份、夜市、九份、Ｂ＆Ｓ、台北101…すべてが初体験！

大館国際情報学院中学校の歴史に、新たな一歩を刻む修学旅行でした。
物心両面に渡る保護者の皆様のご支援に、深く感謝いたします。


